
1 

 

３月定例教育委員会会議録【概要版】 

                                                                                   

開催年月日 令和５年３月２４日（金） 場  所  市役所本庁 災害対策本部室 

開 催 時 間 １３時３０分 から １４時３０分まで 

出 席 者 

教育長 澤野 幸司 

教育委員 宮田 靖、久世由美子、高橋勝栄、甲斐千尋 

参 与 

齋藤章二、長友武彦、瀬之口博行、竹光俊司、伊東洋之、黒木幹生、 

志道里香、山田 聡、岡田健一、工藤靖治、吉田 等、吉岡秀晃、 

井本治久 

◎ 議 事   

 ◆議案第 26 号 延岡市少年団体指導員に関する規則の一部を改正する規則の制定につ

いて（社会教育課） 

   ● 社会教育課長より、より質の高い社会教育の振興に努めていくことを目的とし

て、延岡市少年団体指導員の定数を 11 人以内から 20 人以内に拡大するための規

則改正について説明がなされ、以下の質疑の後、異議なく承認された。 

 

        ◎） なぜ増やす必要があるのか、もう少し具体的に伺いたい。 

        ⇒） 指導員の役割として、公民館等の社会教育施設や行政機関が行う

青少年の健全育成に関する行事や活動に対して協力を行うことと

なっており、はらはらわくわくふるさと体験隊、その他子ども会の

行っているたこ揚げ大会やインリーダー研修などの指導をしても

らっている。子どもの体験活動の必要性が言われており、学校との

連携を図り、体験活動の人数を増やしていきたいと考えており、そ

れに伴い指導員の人数を増やしていく必要性がある。また、指導員

も高齢化している状況もあるため、また新しく広く募集したもので

ある。 

        ◎） やはりこのコロナ禍の中でいろいろと子どもたちの活動が抑制さ

れてきたところがあるので、社会教育だけではなく、学校教育も含

めて子ども達の体験活動というものをきちんとやるためには、指導

員を増やさないといけないということ。 

        ◎） 今の指導員の年齢層について伺いたい。また、最初の委嘱時の任

期が１年以内というのは短いと思うが、再任はあるのか伺いたい。 

        ⇒） 年齢層については、若い方が 40 代、高齢の方だと 70 代で、ボー
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イスカウトの指導者やジュニアリーダー出身者に、主に活動しても

らっている。再任は可能である。 

 

◆議案第27号 延岡市教育委員会事務委任規則の一部を改正する規則の制定について

（社会教育課） 

   ● 社会教育課長より、事務委任規則第２条に定められている「教育長に委任でき

ない事項」について、対象委員等の整理や文言の整備を行うための規則改正につ

いて説明がなされ、異議なく承認された。 

 

◆議案第 28 号 令和５、６年度延岡市スポーツ推進委員の委嘱について（保健体育課） 

   ● 保健体育課長より、スポーツ基本法により、２年の任期で委嘱されるスポーツ

推進委員の令和５、６年度の委嘱について説明があり、以下の質疑の後に、異議

なく承認された。 

 

       ◎） このスポーツ推進委員は各競技等のスポーツのスペシャリストなの

か。スポーツもいろいろ変わっていっているので、この中にスペシャ

リストがいるのか心配である。 

       ⇒） 委員は競技スポーツのスペシャリストではなく、日常的にスポーツ

に慣れ親しんでいる、いろいろなスポーツを通して活動している方々

である。競技スポーツを高めていくという分野も確かに必要。競技力

を高める一方で、スポーツを日常化する、そういった下支えをしてい

く方々がこの委員であると考えているので、日常的にスポーツに触れ

合う機会を提供してもらう方々として必要なスポーツ推進委員だと

考えている。 

       ◎） ということは、スポーツに親しんで欲しいというのが原則としてあ

って、いろんなスポーツの裾野を広げていくという感じでとらえてよ

いか。 

       ⇒） スポーツという分野も、委員が言われたように裾野が広い部分があ

ると思う。体を日常的に動かすのもスポーツであるし、サッカーや野

球など、技術を高めて高みを目指していくのもスポーツ。この委員は

いろんな競技を高めていくというスタンスではないが、そういったス

タンスも必要であるので、そこについては、例えば延岡市スポーツ協

会など、そういった他の団体もあるので、そういったものと棲み分け

をしながらやっていく必要があると思っている。 

       ◎） ちなみに昨年度はコロナ禍の中でなかなか活動できなかったという

ことだが、最近のスポーツ推進委員の活動内容について何か例示でき

れば伺いたい。 
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       ⇒） 令和３年度は確かにコロナ禍の影響で活動自体がちょっとままなら

ない状況もあったが、例えば令和３年度は、11 月に浦城小学校で親子

レクリエーションという活動に参加してレクリエーションを指導、助

言していくということを委員にやってもらった。その他、小学校では

緑ケ丘小学校、中学校では聡明中、その他学校現場でのレクリエーシ

ョン活動にも委員が出向いて行って、レクリエーション指導等を行っ

ている。その他地域での活動もあるので、学校或いは地域に入ってい

って、スポーツの場を広げていくというような活動をやってもらって

いる。 

       ◎） 今年度は市民スポーツ祭が西階陸上競技場で開かれたが、ニュース

ポーツの紹介等もこの方々がされて、たくさんの市民の方や子どもた

ちが集って、これ面白いねっていうようなこともあった。 

 

◆議案第 29 号 延岡市少年団体指導員の委嘱について（社会教育課） 

   ● 社会教育課長より、本年３月３１日に任期満了を迎える延岡市少年団体指導員

について、再任 10 名、新規６名の候補者が提示され、以下の質疑の後に、異議

なく承認された。 

 

        ◎） 本市以外に在住の候補者がいるが、議案第 26 号の規則第２条の

「市民以外の者に委嘱することができる」とする改正により、この

候補者にも委嘱できるという理解でよいか。 

        ⇒） お見込みのとおり。 

        ◎） 逆に言うと、ジュニアリーダーを養成していって、この方々が他

の自治体に行っていても、今回延岡の子どもたちのために自分が関

わりたいと思えば関わることができるような規則改正を先ほど認

めてもらったわけである。そういった意味ではＯＢの方々、若い

方々がまた戻ってくる、活躍する場が設けられるのではないかと思

う。 

 

◆議案第 22 号 スクールバス乗車基準について（学校教育課） 

   ● 学校教育課長より、１月 25 日の 1 月定例教育委員会において継続審議となっ

たスクールバス乗車基準について、その後の校長ヒアリングや協議内容について

説明があり、以下の質疑の後に、異議なく承認された。 

 

        ◎） 前回の協議の中ではなかなかまとまらなかった内容を、先日の校

長ヒアリング等を通して、我々教育委員会の所見としての案を事務

局でまとめてもらった。この案でいいかどうかということを今から
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協議したい。私からは２つ伺いたい。1 つは、今、学校には特に保

護者から基準を変えてくれという要望がない、学校としては現状の

ままでよいということが書かれている。もし、保護者から学校に基

準を変えて欲しいという要望があったときには、事務局としてどう

いうふうに考えていくのか。２つ目は但し書きの箇所について、資

料の最後のところに「身体的理由、家庭環境」とあり、例えば歩行

に障害があるなど、いろんな理由があると思うが、これは意味が分

かる。そのあとの「その他の特段の事情により」ということについ

て、事務局はどんなことを想定しているのか、伺いたい。 

        ⇒） まず 1点目としては身体的な配慮が必要な子どもを想定している。

先ほどの説明の中にあった教育的効果の中で、徒歩による通学とい

うのが前提としてあるが、それができない子どもについては、保護

者の送迎ということがまず１つあると思う。それがどうしてもでき

ない場合に、スクールバスに乗せることについての協議を、スクー

ルバスを走らせている責任者としての教育委員会において確認さ

せてもらい、学校とも相談して決定するという流れになると思う。

２つ目については家庭環境ということを書いているが、何かしらの

理由で送迎ができない、遠距離だがそういうできないというような

ところ、ネグレクトなど、そういったものが想定されるような状況

があれば、そこもまた家庭環境を確認した上で検討していきたいと

考えている。 

        ◎） 校長にこういった要望が上がってきたことも含めてということで

とらえてよいか。 

        ⇒） そのとおり。 

        ◎） 確認だが、今、この基準で利用している子どもたちが、例えば乗

車時刻が早くなってしまうとか、乗車時間が長くなってしまうと

か、今だったら 30 分乗って学校に着くのが、例えば 50 分になって

しまうとか、特段の理由を参酌したためにそういうことになってし

まうことが考えられるが、今乗っている子どもたちに影響がない範

囲でということで理解してよいか。 

         ⇒） 原則としてそのように考えている。 

        ◎） 資料の最後の３行に大体書かれているが、もしいろんなことがあ

ったら話し合いをする可能性はあるということでとらえていいの

か。 

        ⇒） そのとおり。当然こちらに想定されてない状況についても、子ど

もの安心安全、就学の機会の確保が最優先であるので、臨機応変に

対応していくことになると思う。 
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        ◎） 確認で３北の室長に伺いたいが、それぞれの３北で、今のように

協議が早々に必要になりそうだとか、この１・２年で協議が必要な

場合が出てきそうな状況はないか。 

        ⇒） 北川はないと考えている。 

        ⇒） 北浦も今のところない。 

        ⇒） 北方も現在はない。 

        ◎） 直近でそういう状況が生まれてくることはこの数年ではないとい

うことを、我々も確認したし、校長からも直接聞いたし、ここでも

最終確認したということを議事録に残したうえで、この案を私たち

の考えということでまとめるということでいきたいと思う。 

 

◎ その他 

 ◆４月定例教育委員会の日程について（総務課） 

  ● ４月定例教育委員会については、４月２６日（水）の１３時３０分から、災害対

策本部室で開催する。 

 

 

◎ 閉 会 

    澤野教育長が閉会を宣し、終了した。 （１４：３０） 

 

 


